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越辺川・高麗川水害予防組合水防演習実施
　平成27年６月21日（日）、坂戸市大字中里地先高麗川大橋下流左
岸において、平成27年度 越辺川・高麗川水害予防組合水防演習
が実施されました。
　３年に一度坂戸市を会場として行われるこの演習は、これから
台風や集中豪雨の季節を迎えるにあたり、水防団員等の士気を鼓
舞し、作業能力の向上を図り、水防体制の万全を期するとともに、
住民の水防に対する理解を深め、協力を求めることを目的として
います。
　大型で非常に強い台風の接近に伴い、記録的な大雨に見舞われ
ており、重大な災害が発生する恐れがあるという想定のもと、坂
戸市水防団は、毛呂山水防団、越生水防団、坂戸市役所現地対応
班と共に、水防工法の実演を行いました。
　実演した工法は、竹尖げ、杭拵え、土のう作り、木流し、シー
ト張り、五徳縫い、折り返し、月の輪、越水止めの９工法で、各組
織が連携・協力をした結果、的確、迅速な工法の実演となりました。
　また、演習本部長である小島団長ほか、各関係組織長が埼玉県
防災航空隊 防災ヘリコプターに搭乗し、災害状況視察訓練を行
いました。その他、坂戸市水防団多機能部隊、及び女性部による救出
救護訓練、西入間警察署の水難事故防止簡易器具による水難救助
訓練、坂戸・鶴ヶ島消防組合の救命ボート・はしご車による水難
救助訓練等もあわせて行われました。
　我々は、震災や火災のみならず、台風や洪水等の水害から地域
を守る水防団としての役割も担っています。その様な中で、いつ
起こるともわからない水害に対して、常に警戒を怠らず、各機関
との連携を密にし、水防体制に万全を期する事の重要性を、改め
て認識した演習となりました。 （文・勝呂３　山下　章吾）

各関係組織長による災害状況視察

多機能部隊による迅速な救出水防団による工法の実演

女性部による適切な救護

　

平
成
27
年
7
月
25
日
（
土
）
深
谷

市
花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス
大
ホ
ー

ル
に
て
、〝
埼
玉
県
女
性
消
防
団
員

大
会
〞
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
す

る
と
、〝
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性

化
大
会
〞
に
埼
玉
県
代
表
と
し
て
推

薦
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
全
国
行
き

を
目
標
に
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

と
は
言
え
、
大
会
の
概
要
が
わ
か

り
、
参
加
が
決
ま
っ
た
の
が
一
ヶ
月

前
と
い
う
慌
し
さ
。
シ
ナ
リ
オ
作
り

か
ら
始
ま
り
、
道
具
作
り
、
効
果
音

の
録
音
、
そ
し
て
練
習
…
。
直
前
ま

で
、「
仕
上
が
る
か
な
…
？
」と
い
う
、

不
安
と
の
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

練
習
不
足
で
前
日
ま
で
内
容
の
変

更
が
あ
り
、
最
後
ま
で
綱
渡
り
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
当
日
に
臨
む
こ
と

に
…
。
し
か
し
！
会
場
に
向
か
う
車

中
の
最
終
台
詞
合
わ
せ
で
は
、
皆
演

じ
る
こ
と
が
楽
し
く
て
大
笑
い
。
な

ぜ
か
全
員
が
う
ま
く
や
れ
る
確
信
を

持
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
本
番
。
応
急
手
当
の
重
要

性
と
消
防
団
員
の
存
在
価
値
の
Ｐ
Ｒ
、

入
団
促
進
を
盛
り
込
ん
だ
寸
劇
を
、

リ
ハ
ー
サ
ル
以
上
の
最
高
の
演
技
で

観
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
念
願
の
最
優
秀
賞
の
受
賞

と
な
っ
た
の
で
す
…
。
こ
の
喜
び
を

胸
に
刻
み
、
女
性
部
は
、
今
後
も
団

活
動
に
邁
進
い
た
し
ま
す
！

 

（
文
・
女
性
部 

和
田 

素
実
）

女
性
部
、埼
玉
大
会
に
て
最
優
秀
賞
受
賞
！
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平
成
27
年
５
月
31
日（
日
）・

６
月
１
日（
月
）に
、
部
長
以
上

34
名
で
、
坂
戸
市
消
防
団
役
員

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
目
的
は
幹
部
団
員
と
し

て
の
自
覚
を
促
す
と
と
も
に
、

危
機
管
理
意
識
及
び
災
害
活
動

時
に
お
け
る
指
揮
能
力
の
向
上

を
図
り
、
消
防
団
を
取
り
巻
く

諸
問
題
の
解
決
と
円
滑
且
つ
強

固
な
団
運
営
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

研
修
場
所
の
新
潟
県
南
魚
沼

市
は
、
新
潟
県
の
中
越
地
方
に

位
置
す
る
市
で
、
南
魚
沼
郡
内

の
う
ち
六
日
町
・
大
和
町
・
塩

沢
町
の
３
町
が
合
併
し
て
で
き

た
都
市
で
す
。

　

南
魚
沼
市
と
坂
戸
市
は
、
平

成
24
年
11
月
に
災
害
時
に
お
け

る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、
そ
の
後
、
両
市
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
南
魚
沼
市

は
、
坂
戸
市
に
と
っ
て
初
め
て

の
国
内
友
好
都
市
と
な
り
ま
す
。

一
日
目
は
南
魚
沼
市
消
防
団
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　平成27年３月１日（日）、小雨が降
る中、管轄地域を三分割し 今回初め
て常備消防の指導の下、消防演習を実
施しました。
　三芳野・勝呂分団は坂戸消防署東分
署で、消防団車両を使用し、実火災を
想定した訓練を行いました。

　訓練は二隊一組で実施し、強風時の気象状況を考慮しての放水、夜間時の
発電機・照明機器を使用した放水、消火時ホースブリッジを使用した一般車
両の誘導。内容は予告のない状況変化・付加想定を取入れたものでした。
　坂戸分団・女性部・多機能部隊は、埼玉県西部を震源とする震度６強の地
震を想定した訓練を石井水処理センターで行いました。内容は、坂戸分団に
よる放水訓練、女性部による簡易救護所の設置及び応急救護訓練、多機能部
隊による救出救助訓練を行いました。
　入西・大家分団は、入西地域交流センタ
ーで次々と出される想定を地図上で討論
し、その後西清掃センターで、机上の訓練
を参考にした放水を行いました。
　各会場、実火災時における現場対応能力
と技術向上を図るもので、非常に大きな収
穫を得た訓練となりました。
 （文・三芳野１ 鎌田 高弘）

南
魚
沼
市
は
人
口
約
６
万
人

に
対
し
団
員
数
約
２
３
０
０

人
、
坂
戸
市
は
人
口
約
10
万
人

に
対
し
団
員
数
２
４
３
人
で
あ

り
、
人
口
比
率
で
比
べ
る
と
圧

倒
的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

山
間
部
と
い
う
土
地
柄
か
ら
南

魚
沼
市
は
、
常
備
消
防
の
役

割
の
多
く
を
消
防
団
が
担
っ
て

い
る
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　

二
日
目
は
「
お
ぢ
や
震
災
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
な
え
館
」
を
視

察
、
続
い
て
山
古
志
村
の
被
災

地
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

68
名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

た
新
潟
県
中
越
大
震
災
か
ら
10

年
経
ち
、
記
憶
は
薄
れ
が
ち
で

す
が
、
我
々
は
様
々
な
教
訓
を

学
習
し
、
何
時
身
近
で
発
生
す

る
か
も
し
れ
な
い
自
然
災
害
に

対
し
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
、

つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
語
り

部
と
し
て
繫
い
で
行
こ
う
と
い

う
被
災
地
の
方
々
の
想
い
を
強

く
受
け
止
め
、
今
後
の
団
活
動

に
活
か
そ
う
と
、
各
々
が
意
識

し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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文
・
坂
戸
１ 

原
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智
行
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坂戸市消防団新入団員募集

入西分団第１部
　浅見　純一　団員
　　　　千夏　夫人
　　　　悠

ゆ

生
い

ちゃん
　　　　一

いち

翔
か

くん
　　　　楓

かえで

ちゃん

坂戸分団第３部

　野口　明彦　団員

　　　　貴子　夫人

　　　　虎
こ

太
た

郎
ろう

くん

　　　　隼
しゅん

介
すけ

くん
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式

　去る平成27年４月５日（日）あいにく
の雨模様の中、勝呂公民館多目的ホール
において、坂戸市消防団辞令交付式を挙
行しました。
　雨音さえ聞こえてしまいそうなほど
に、厳粛な雰囲気が漂う館内にて、小島
団長より団員達は、平成27年度の新体制
の任命及び辞令の交付を受けました。
　今年度より新たな仲間となる17名の団
員を代表し、大家分団第３部長井さんが
行う宣誓には、これから始まる消防団活
動への熱い決意が込められていました。
　辞令交付式を終えた新入団員達の姿は
凛々しく、今後の活動を期待させるもの
となりました。 （文・勝呂２ 石川 達也）

問い合わせ先　坂戸・鶴ヶ島消防組合庶務課
　　　　　　　電話 281－3118　内線234
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（撮影・入西１ 梶田 貴志）

よ
う
こ
そ
坂
戸
市
消
防
団
へ

長
い
間
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た


